
霞ケ関南小だより 
学校教育目標 

やる気 思いやり げん気 

★霞ケ関南小学校はこんな学校を目指します★ 

目指す学校像  学ぶ楽しさ・生きる喜びを実感できる学校 

目指す児童像  学ぶ楽しさ・生きる喜びを実感できる児童 

目指す教職員像 学ぶ楽しさ・生きる喜びを実感できるよう導く教師 

児童のキャッチフレーズ 

～○みんな ○なかまだ ○みんないい～ 

 

「何のため？」を考えること                                   

校長 松本 礼香 

早いもので１学期も残り約半分というところにきました。全校遠足や運動会等の一つ一

つの行事を通して、子供たちは日々成長している様子を感じ取れます。 

５月２８日に実施したお話朝会では、「何のため？」を考えて生活することについて、子

供たちに話をしました。改めて子供たちに考えて欲しいことは、「人の話をしっかりと聴く

こと」「宿題や自主学習を頑張ること」「学校や社会のルールを守ること」等は、何のため

にそれらが必要なのかということです。「先生やお家の人に言われたから」、「きまりだから」

と答える子供も少なくないでしょう。しかし、一度立ち止まって、物事の本質を考えるこ

とができると、見方や考え方が変わります。そのことによって、物事に主体的に取り組ん

だり、先を見通して生活することができるようになったりする助けになるはずです。 

例えば、人の話をしっかりと聴くことは、「相手が話していることを理解するため、相手

のことを大事にするため」、宿題や自主学習をすることは、「自分の力をさらにのばしたり、

将来、主体的に物事を考え、正しく判断し、行動できるようにするため」、学校や社会のル

ールを守ることは、「自分も周りの人たちも安全に気持ちよく安心して生活できるようにす

るため」と本質を捉えることができるでしょう。子供たちが、何かに迷った時、立ち止ま

ってしまった時に「何のため？」にそれを行うのかについてアドバイスしてあげることが

できれば、納得感を持って生活できるはずです。子供たちが主体的に活動や生活すること

ができるよう、今後も全教職員で「何のため？」について考える機会をつくっていきます。 

ご家庭でも、お子さんが「やりたくない」「面倒だ」のような後ろ向きな気持ちを口にす

ることがあれば、是非、物事に対し「何のため？」をお子様と一緒に一度立ち止まって考

えてあげてください。そして、子供たちが主体的に生活できるよう、成長を応援していた

だけると幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【連絡】・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

〇 水泳学習の参加 

 今年度より「すぐーる」を利用して、参加の可否を確認します。５月２７日付け配布の

「水泳学習についてのお知らせ」等をよくご確認の上、ご対応ください。回答がない場合

には学校からの連絡はいたしません。学習日当日８：００まで参加の入力がない場合は、

欠席扱いとなります。ご注意ください。 

〇 関係機関と連携した教育の推進 

 全児童にとって安心で安全な学校生活を保障するとともに、児童の健やかな成長の一助

とするため、家庭、地域との連携はもちろんのこと、必要に応じて様々な関係機関（教育

委員会、医療機関、警察等）と連携し教育活動を推進しています。ご承知おきください。 
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